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運用報告書（全体版） 
第２期（決算日 2024年７月22日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）/（安定成長型）/（成長型）」は、2024年７月22日に第２期
の決算を行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
各ファンドにおける特にESG/SDGsを重視した運用を行うマザーファンドへの投資比率はマンスリーレ
ポートに記載しています。下記URLをご覧ください。 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120028/mokuromi.html 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120029/mokuromi.html 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120030/mokuromi.html 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ
（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（安定型）/（安定成長型）/（成長型） 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（安定型） 

 

 
第２期（決算日 2024年７月22日） 

  

 

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視
した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2022年11月１日 10,000 － － － － － － 1 

１期(2023年７月20日) 10,337 0 3.4 22.7 1.2 68.0 8.2 215 
２期(2024年７月22日) 11,027 0 6.7 22.5 0.8 67.2 8.1 627 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2023年７月20日 10,337 － 22.7 1.2 68.0 8.2 

７月末 10,341 0.0 22.8 1.5 67.5 8.2 
８月末 10,365 0.3 22.1 1.7 65.5 8.2 
９月末 10,191 △1.4 21.6 2.1 67.3 8.2 
10月末 10,051 △2.8 21.9 1.4 68.0 8.1 
11月末 10,407 0.7 22.7 1.0 64.5 8.1 
12月末 10,529 1.9 22.8 0.8 64.2 8.3 

2024年１月末 10,646 3.0 23.0 0.8 64.6 8.1 
２月末 10,704 3.6 22.4 1.9 65.0 8.0 
３月末 10,870 5.2 22.2 1.6 66.2 8.2 
４月末 10,794 4.4 23.3 1.1 67.2 8.3 
５月末 10,829 4.8 22.6 1.0 65.6 8.1 
６月末 11,020 6.6 23.0 1.3 66.1 8.2 
(期  末)       

2024年７月22日 11,027 6.7 22.5 0.8 67.2 8.1  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
  



品 名：01_90150_120028_120029_120030_002_03_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_1022734.docx 

日 時：2024/8/27 20:07:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○運用経過 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）による利下げ期待から、内外

株式および先進国リートを中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。日銀が2023年７月、10月の金融政

策決定会合で、長短金利操作（イールドカーブ・コントロール、YCC）の再柔軟化を決定し、長期金利が１％

を超えることを実質的に許容したことを受けて、長期金利は一時0.9％台後半まで上昇する局面もみられまし

たが、その後は、海外金利の低下に連れて国内の長期金利も低下しました。日銀が2024年３月の金融政策決定

会合で、マイナス金利政策や長短金利操作を含む大規模な金融緩和政策の解除を決定し、追加利上げに前向き

な姿勢を示したことなどから、期末にかけて長期金利は１％を上回る水準まで上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して低下（債券価格は上昇）しました。期前半は、主要国中央銀行（日

本除く）によるインフレ抑制を目的とした利上げ継続を受け、先進国金利は水準を切り上げました。2024年６

月にECB（欧州中央銀行）が利下げを決定すると、米国でも利下げ期待が高まり、先進国金利は低下しました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、国内企業の資本効率改善への期待感や日銀

による緩和的な金融政策が相場の下支えとなり、上昇基調となりました。期後半には、海外投資家からの買い

越しも目立ち、日経平均株価（日経２２５）、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）ともに史上最高値を更新しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による利上

げ打ち止めへの期待感が下支えとなった一方、中東情勢の緊迫化などを受けて相場は不安定化する局面もみ

られました。期末にかけては、米国を中心に景気軟着陸への期待が高まったほか、AI（人工知能）関連銘柄を

中心とした好決算が支援材料となり、先進国株式市場は上昇しました。 
  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、主要先進国の長期金

利上昇につれて、新興国の金利は上昇しました。期後半は、各国の金融政策方針にバラつきがみられるなか、

インフレ率の鈍化などを背景に新興国の金利は低下しました。中国では、不動産市場の低迷が続くなか、景気

下支えなどを目的として期を通して緩和的な金融政策が維持され、10年国債利回りは過去最低の水準まで一

時低下しました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。中国では、不動産市場の低迷などによる景気停滞感

を背景に、軟調な展開となりました。その後、中国当局の相次ぐ支援策導入を受けて一時的に買い戻される場

面もみられましたが、再び下落しました。一方、台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことか

らAIをテーマに上昇したほか、インドでは、中国市場の代替先として選好され、上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、日銀の金融政策を巡る先行き不透明感か

ら、国内リート市場は上値の重い展開が続きました。2024年に入ると日銀の金融政策修正により国内金利が大

幅に上昇するとの観測から、国内のリート市場は下落しました。その後、マイナス金利政策が解除されたもの

の、日銀が緩和的な姿勢の継続を示したことから長期金利が低下すると、買い安心感が広がり上昇に転じまし

た。期末には日銀による早期追加利上げが意識され国内長期金利が１％台まで上昇したことで、国内のリート

市場は再び下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、欧米のインフレの長期化への懸念など

による金利上昇を受け、先進国のリート市場では売りが優勢となりました。2023年末にかけては、主要国中央

銀行（日本除く）による早期利下げへの期待から、買い戻しの動きが強まり、水準を切り上げました。その後

は、主要国中央銀行（日本除く）による早期利下げ期待が後退したことで、上値の重い展開となりましたが、

期末にかけて、インフレ鈍化の進展が確認され、長期金利が低下したことで、先進国のリート市場は上昇しま

した。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対しては、インフレ抑制を目指すFRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き締め策を継続する一方、

日銀は緩和的な金融政策を維持したことなどから、円安が進行しました。その後、日米金利差の縮小を背景に

円高となりましたが、日銀がマイナス金利解除後も緩和的な金融環境を維持する姿勢を示したことなどから、

再度円安が進行しました。 

ユーロに対しては、ECBがインフレ抑制姿勢を維持するなか、円安が進行しました。 

新興国地域において、中国では期を通して緩和的な金融政策が維持するなか、米ドル高元安の動きが続きま

した。 
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各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性を重視し

た運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG／SDGsを重視した運用を行

いました。 

当期末における、特にESG／SDGsを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は89.9％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2024年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中

において、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しまし

た。期末時点の資産配分は国内債券、先進国株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッ

ジあり）、国内株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、

ファンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散させ

る運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のSDGs債および

国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を図り、安

定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMA（国際

資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目

的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関

債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時

点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にしたが

当ファンドのポートフォリオ 
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い、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると

考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラン

スを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象資

産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象

資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2023年７月21日～ 
2024年７月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,027  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性を重視した成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益

証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レー

ト（確報））＋２％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全

体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用

期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2025年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く

分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のSDGs債を組入れるとともに、ラダー型ポー

トフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保および信託財産

の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則や各種ガイドラインなどに

したがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献

すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況との

バランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にし

たがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献す

ると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバ
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ランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売

り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 70  0.664  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (33)  (0.310)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.310)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.036   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.028)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 75   0.709    

期中の平均基準価額は、10,562円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.70％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○売買及び取引の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 32,453 46,411 23,247 33,658 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 4,268 7,894 1,098 2,165 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 28,781 46,686 23,214 38,587 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 102,121 179,042 102,977 185,172 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 108,487 239,418 79,299 173,527 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 6,141 8,350 982 1,350 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 214,181 183,510 89,035 76,122 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 141,825 123,867 58,526 51,046 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 211,762 210,401 106,316 105,639 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,222,007千円 420,539千円 8,656,942千円 9,568,275千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 30,077,491千円 568,596千円 4,650,417千円 9,224,726千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.30   0.73   1.86   1.03   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

 

＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 24 50 － 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

1 － 1 － 
当初設定時における取得およびその
処分 

 

○組入資産の明細 (2024年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 4,135 13,341 18,591 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 2,479 5,648 12,026 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 4,507 10,074 18,801 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 11,787 10,932 21,396 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 16,425 45,612 114,478 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 3,320 8,478 12,251 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 62,803 187,949 161,335 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 42,702 126,000 110,010 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 52,901 158,348 156,669 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○投資信託財産の構成 (2024年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 18,591 3.0 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 12,026 1.9 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 18,801 3.0 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 21,396 3.4 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 114,478 18.2 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 12,251 1.9 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 161,335 25.6 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 110,010 17.5 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 156,669 24.9 

コール・ローン等、その他 3,575 0.6 

投資信託財産総額 629,132 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（38,832,561千円）の投資信託財産総額（38,891,465千円）に

対する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（79,736,797千円）の投資信託財産総額（79,837,928千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（15,645,850千円）の投資信託財産総額（15,850,707千

円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,888,508千円）の投資信託財産総額（11,922,231千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,638,616千円）の投資信託財

産総額（2,697,209千円）に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,773,674千円）の投資信託財

産総額（1,810,663千円）に対する比率は98.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=157.54円、1カナダドル=114.88

円、1メキシコペソ=8.7507円、1ブラジルレアル=28.1307円、1チリペソ=0.166762円、1コロンビアペソ=0.039円、1ユーロ=171.62円、

1英ポンド=203.67円、1スイスフラン=177.33円、1スウェーデンクローナ=14.79円、1ノルウェークローネ=14.45円、1デンマーククロー

ネ=23.00円、1トルコリラ=4.7783円、1チェココルナ=6.802円、1ハンガリーフォリント=0.439632円、1ポーランドズロチ=40.027円、1

オーストラリアドル=105.38円、1ニュージーランドドル=94.76円、1香港ドル=20.17円、1シンガポールドル=117.17円、1マレーシアリ

ンギット=33.6046円、1タイバーツ=4.34円、1フィリピンペソ=2.7004円、1インドネシアルピア=0.0098円、1韓国ウォン=0.1136円、1新

台湾ドル=4.8086円、1オフショア人民元=21.6116円、1インドルピー=1.89円、1イスラエルシュケル=43.2051円、1クウェートディナー

ル=516.36円、1サウジアラビアリアル=42.07円、1カタールリアル=43.28円、1南アフリカランド=8.64円、1アラブディルハム=42.96円。

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 629,132,256   

 コール・ローン等 3,570,525   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 18,591,681   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 12,026,178   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 18,801,470   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 21,396,283   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 114,478,403   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 12,251,776   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 161,335,603   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 110,010,758   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 156,669,579   

(B) 負債 1,728,070   

 未払解約金 12   

 未払信託報酬 1,710,754   

 その他未払費用 17,304   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 627,404,186   

 元本 568,953,564   

 次期繰越損益金 58,450,622   

(D) 受益権総口数 568,953,564口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,027円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は208,838,275円、期中追加設定元本額

は427,724,026円、期中一部解約元本額は67,608,737円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.1027円です。 
 

○損益の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       755   

 受取利息 55   

 支払利息 △       810   

(B) 有価証券売買損益 30,199,482   

 売買益 35,110,246   

 売買損 △ 4,910,764   

(C) 信託報酬等 △ 2,745,610   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 27,453,117   

(E) 前期繰越損益金 5,992,498   

(F) 追加信託差損益金 25,005,007   

 (配当等相当額) (  13,954,733)  

 (売買損益相当額) (  11,050,274)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 58,450,622   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 58,450,622   

 追加信託差損益金 25,005,007   

 (配当等相当額) (  14,431,201)  

 (売買損益相当額) (  10,573,806)  

 分配準備積立金 33,445,615   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（6,308,648円）、

費用控除後の有価証券等損益額（21,144,469円）、信託約款に規

定する収益調整金（25,005,007円）および分配準備積立金

（5,992,498円）より分配対象収益は58,450,622円（１万口当た

り1,027円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

・「受益権の申込単位および価額」、「信託契約の一部解約」の各条文について、指定販売会社における投資者

からの申込形態を考慮して誤解を招くことのない文言とするため、約款に所要の変更を行いました。（2024年

１月17日） 
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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（安定成長型） 

 

 
第２期（決算日 2024年７月22日）

  

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長
性のバランスを重視した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視し
た運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2022年11月１日 10,000 － － － － － － 6 

１期(2023年７月20日) 10,694 0 6.9 45.1 2.3 39.5 12.8 1,475 
２期(2024年７月22日) 12,271 0 14.7 46.9 1.7 38.0 12.6 6,374 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2023年７月20日 10,694 － 45.1 2.3 39.5 12.8 

７月末 10,757 0.6 45.0 2.8 39.3 12.6 
８月末 10,834 1.3 44.1 3.6 37.8 12.8 
９月末 10,613 △ 0.8 43.5 4.1 39.0 12.7 
10月末 10,375 △ 3.0 44.4 3.0 39.6 12.7 
11月末 10,909 2.0 45.1 2.1 37.8 12.8 
12月末 11,036 3.2 45.7 1.7 37.3 12.9 

2024年１月末 11,337 6.0 46.1 1.6 37.5 12.7 
２月末 11,551 8.0 43.7 3.9 38.1 12.7 
３月末 11,856 10.9 46.2 3.1 37.1 12.6 
４月末 11,839 10.7 47.6 2.1 37.7 12.5 
５月末 11,946 11.7 46.9 2.0 36.8 12.5 
６月末 12,303 15.0 46.8 2.7 37.2 12.3 
(期  末)       

2024年７月22日 12,271 14.7 46.9 1.7 38.0 12.6  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○運用経過 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）による利下げ期待から、内外

株式および先進国リートを中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 



品 名：02_90150_120028_120029_120030_002_03_ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定型）（安定成長型）（成長型）_1022734.docx 

日 時：2024/8/27 20:39:00 

ページ：20 

 

－ 20 － 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。日銀が2023年７月、10月の金融政

策決定会合で、長短金利操作（イールドカーブ・コントロール、YCC）の再柔軟化を決定し、長期金利が１％

を超えることを実質的に許容したことを受けて、長期金利は一時0.9％台後半まで上昇する局面もみられまし

たが、その後は、海外金利の低下に連れて国内の長期金利も低下しました。日銀が2024年３月の金融政策決定

会合で、マイナス金利政策や長短金利操作を含む大規模な金融緩和政策の解除を決定し、追加利上げに前向き

な姿勢を示したことなどから、期末にかけて長期金利は１％を上回る水準まで上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して低下（債券価格は上昇）しました。期前半は、主要国中央銀行（日

本除く）によるインフレ抑制を目的とした利上げ継続を受け、先進国金利は水準を切り上げました。2024年６

月にECB（欧州中央銀行）が利下げを決定すると、米国でも利下げ期待が高まり、先進国金利は低下しました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、国内企業の資本効率改善への期待感や日銀

による緩和的な金融政策が相場の下支えとなり、上昇基調となりました。期後半には、海外投資家からの買い

越しも目立ち、日経平均株価（日経２２５）、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）ともに史上最高値を更新しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による利上

げ打ち止めへの期待感が下支えとなった一方、中東情勢の緊迫化などを受けて相場は不安定化する局面もみ

られました。期末にかけては、米国を中心に景気軟着陸への期待が高まったほか、AI（人工知能）関連銘柄を

中心とした好決算が支援材料となり、先進国株式市場は上昇しました。 
  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、主要先進国の長期金

利上昇につれて、新興国の金利は上昇しました。期後半は、各国の金融政策方針にバラつきがみられるなか、

インフレ率の鈍化などを背景に新興国の金利は低下しました。中国では、不動産市場の低迷が続くなか、景気

下支えなどを目的として期を通して緩和的な金融政策が維持され、10年国債利回りは過去最低の水準まで一

時低下しました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。中国では、不動産市場の低迷などによる景気停滞感

を背景に、軟調な展開となりました。その後、中国当局の相次ぐ支援策導入を受けて一時的に買い戻される場

面もみられましたが、再び下落しました。一方、台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことか

らAIをテーマに上昇したほか、インドでは、中国市場の代替先として選好され、上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、日銀の金融政策を巡る先行き不透明感か

ら、国内リート市場は上値の重い展開が続きました。2024年に入ると日銀の金融政策修正により国内金利が大

幅に上昇するとの観測から、国内のリート市場は下落しました。その後、マイナス金利政策が解除されたもの

の、日銀が緩和的な姿勢の継続を示したことから長期金利が低下すると、買い安心感が広がり上昇に転じまし

た。期末には日銀による早期追加利上げが意識され国内長期金利が１％台まで上昇したことで、国内のリート

市場は再び下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、欧米のインフレの長期化への懸念など

による金利上昇を受け、先進国のリート市場では売りが優勢となりました。2023年末にかけては、主要国中央

銀行（日本除く）による早期利下げへの期待から、買い戻しの動きが強まり、水準を切り上げました。その後

は、主要国中央銀行（日本除く）による早期利下げ期待が後退したことで、上値の重い展開となりましたが、

期末にかけて、インフレ鈍化の進展が確認され、長期金利が低下したことで、先進国のリート市場は上昇しま

した。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対しては、インフレ抑制を目指すFRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き締め策を継続する一方、

日銀は緩和的な金融政策を維持したことなどから、円安が進行しました。その後、日米金利差の縮小を背景に

円高となりましたが、日銀がマイナス金利解除後も緩和的な金融環境を維持する姿勢を示したことなどから、

再度円安が進行しました。 

ユーロに対しては、ECBがインフレ抑制姿勢を維持するなか、円安が進行しました。 

新興国地域において、中国では期を通して緩和的な金融政策が維持するなか、米ドル高元安の動きが続きま

した。 
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各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な安定性と成長性

のバランスを重視した運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG／SDGs

を重視した運用を行いました。 

当期末における、特にESG／SDGsを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は82.1％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2024年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中

において、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しまし

た。期末時点の資産配分は国内債券、先進国株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッ

ジあり）、国内株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、

ファンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散させ

る運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のSDGs債および

国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を図り、安

定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMA（国際

資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目

的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関

債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時

点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にしたが

当ファンドのポートフォリオ 
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い、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると

考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラン

スを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象資

産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象

資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2023年７月21日～ 
2024年７月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,270  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な安定性と成長性のバランスを重視した成長を目指して運用を行います。各

マザーファンド受益証券への投資比率は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保

コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋４％（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求

および当ファンド全体の下方リスク水準の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投

資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2025年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く

分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のSDGs債を組入れるとともに、ラダー型ポー

トフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保および信託財産

の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則や各種ガイドラインなどに

したがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献

すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況との

バランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にし

たがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献す

ると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバ
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

ランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売

り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 125  1.106  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 60)  (0.531)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 60)  (0.531)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.005)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.012   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.010)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.060   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.050)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.003)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 134   1.187    

期中の平均基準価額は、11,279円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.16％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○売買及び取引の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 345,780 493,105 189,503 274,033 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 122,626 228,702 8,085 15,965 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 327,889 533,439 189,651 317,745 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 1,003,516 1,769,688 785,014 1,422,434 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 1,183,164 2,619,481 583,790 1,286,473 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 64,842 89,114 563 772 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,470,551 1,257,834 708,760 605,275 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 981,998 856,583 473,800 412,614 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 1,735,361 1,723,020 932,521 926,416 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,222,007千円 420,539千円 8,656,942千円 9,568,275千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 30,077,491千円 568,596千円 4,650,417千円 9,224,726千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.30   0.73   1.86   1.03   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

 

＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 24 50 － 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

1 － 1 － 
当初設定時における取得およびその
処分 

 

○組入資産の明細 (2024年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 42,809 199,086 277,426 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 48,805 163,346 347,763 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 58,384 196,622 366,936 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 121,766 340,268 665,940 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 239,654 839,028 2,105,793 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 22,440 86,719 125,309 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 230,537 992,327 851,813 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 156,758 664,956 580,573 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 239,549 1,042,389 1,031,339 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○投資信託財産の構成 (2024年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 277,426 4.3 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 347,763 5.4 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 366,936 5.7 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 665,940 10.4 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 2,105,793 32.9 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 125,309 2.0 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 851,813 13.3 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 580,573 9.1 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 1,031,339 16.1 

コール・ローン等、その他 49,064 0.8 

投資信託財産総額 6,401,956 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（38,832,561千円）の投資信託財産総額（38,891,465千円）に

対する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（79,736,797千円）の投資信託財産総額（79,837,928千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（15,645,850千円）の投資信託財産総額（15,850,707千

円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,888,508千円）の投資信託財産総額（11,922,231千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,638,616千円）の投資信託財

産総額（2,697,209千円）に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,773,674千円）の投資信託財

産総額（1,810,663千円）に対する比率は98.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=157.54円、1カナダドル=114.88

円、1メキシコペソ=8.7507円、1ブラジルレアル=28.1307円、1チリペソ=0.166762円、1コロンビアペソ=0.039円、1ユーロ=171.62円、

1英ポンド=203.67円、1スイスフラン=177.33円、1スウェーデンクローナ=14.79円、1ノルウェークローネ=14.45円、1デンマーククロー

ネ=23.00円、1トルコリラ=4.7783円、1チェココルナ=6.802円、1ハンガリーフォリント=0.439632円、1ポーランドズロチ=40.027円、1

オーストラリアドル=105.38円、1ニュージーランドドル=94.76円、1香港ドル=20.17円、1シンガポールドル=117.17円、1マレーシアリ

ンギット=33.6046円、1タイバーツ=4.34円、1フィリピンペソ=2.7004円、1インドネシアルピア=0.0098円、1韓国ウォン=0.1136円、1新

台湾ドル=4.8086円、1オフショア人民元=21.6116円、1インドルピー=1.89円、1イスラエルシュケル=43.2051円、1クウェートディナー

ル=516.36円、1サウジアラビアリアル=42.07円、1カタールリアル=43.28円、1南アフリカランド=8.64円、1アラブディルハム=42.96円。

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（安定成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,401,956,881   

 コール・ローン等 49,060,099   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 277,426,579   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 347,763,704   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 366,936,521   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 665,940,099   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 2,105,793,006   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 125,309,125   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 851,813,935   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 580,573,932   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 1,031,339,868   

 未収利息 13   

(B) 負債 27,880,524   

 未払解約金 1,367,127   

 未払信託報酬 26,352,740   

 その他未払費用 160,657   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,374,076,357   

 元本 5,194,501,952   

 次期繰越損益金 1,179,574,405   

(D) 受益権総口数 5,194,501,952口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,271円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,379,458,332円、期中追加設定元
本額は4,122,457,793円、期中一部解約元本額は307,414,173円
です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.2271円です。 
 

○損益の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        8,591   

 受取利息 1,174   

 支払利息 △        9,765   

(B) 有価証券売買損益 554,279,168   

 売買益 589,966,256   

 売買損 △   35,687,088   

(C) 信託報酬等 △   38,457,087   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 515,813,490   

(E) 前期繰越損益金 82,346,407   

(F) 追加信託差損益金 581,414,508   

 (配当等相当額) (    268,101,286)  

 (売買損益相当額) (    313,313,222)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,179,574,405   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,179,574,405   

 追加信託差損益金 581,414,508   

 (配当等相当額) (    273,792,616)  

 (売買損益相当額) (    307,621,892)  

 分配準備積立金 598,159,897   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（64,834,852円）、
費用控除後の有価証券等損益額（450,978,638円）、信託約款に
規定する収益調整金（581,414,508円）および分配準備積立金

（82,346,407円）より分配対象収益は1,179,574,405円（１万口
当たり2,270円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 
○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

・「受益権の申込単位および価額」、「信託契約の一部解約」の各条文について、指定販売会社における投資者

からの申込形態を考慮して誤解を招くことのない文言とするため、約款に所要の変更を行いました。（2024年

１月17日） 
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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
愛称：Ｒ２４６ ＥＳＧ（成長型） 

 

 
第２期（決算日 2024年７月22日） 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2022年11月１日から無期限です。 

運 用 方 針 ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
主として、以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式なら
びに国内および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視
した運用を行います。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG/SDGsを重視した運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド ・国内のＳＤＧｓ債および国債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に
採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。 
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、信託財産の中長期的な成長に資することを考慮して分配を行わないことがあります。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2022年11月１日 10,000 － － － － － － 5 

１期(2023年７月20日) 11,179 0 11.8 75.5 3.6 8.8 11.5 1,874 
２期(2024年７月22日) 14,057 0 25.7 76.4 2.8 7.7 13.0 9,115 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2023年７月20日 11,179 － 75.5 3.6 8.8 11.5 

７月末 11,314 1.2 75.1 4.4 8.7 11.3 
８月末 11,471 2.6 73.1 6.3 8.4 11.4 
９月末 11,194 0.1 72.5 6.9 8.9 11.3 
10月末 10,846 △ 3.0 75.1 5.4 8.9 11.4 
11月末 11,614 3.9 75.6 3.5 8.6 11.5 
12月末 11,735 5.0 76.5 2.6 8.6 11.6 

2024年１月末 12,318 10.2 76.9 2.6 8.4 11.4 
２月末 12,778 14.3 72.5 6.9 8.6 11.3 
３月末 13,267 18.7 74.3 5.1 7.5 12.9 
４月末 13,346 19.4 76.0 3.5 7.6 12.7 
５月末 13,563 21.3 75.6 3.5 7.4 12.9 
６月末 14,184 26.9 75.1 4.5 7.3 12.6 
(期  末)       

2024年７月22日 14,057 25.7 76.4 2.8 7.7 13.0  
（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

○運用経過 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）による利下げ期待から、内外

株式および先進国リートを中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。日銀が2023年７月、10月の金融政

策決定会合で、長短金利操作（イールドカーブ・コントロール、YCC）の再柔軟化を決定し、長期金利が１％

を超えることを実質的に許容したことを受けて、長期金利は一時0.9％台後半まで上昇する局面もみられまし

たが、その後は、海外金利の低下に連れて国内の長期金利も低下しました。日銀が2024年３月の金融政策決定

会合で、マイナス金利政策や長短金利操作を含む大規模な金融緩和政策の解除を決定し、追加利上げに前向き

な姿勢を示したことなどから、期末にかけて長期金利は１％を上回る水準まで上昇しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して低下（債券価格は上昇）しました。期前半は、主要国中央銀行（日

本除く）によるインフレ抑制を目的とした利上げ継続を受け、先進国金利は水準を切り上げました。2024年６

月にECB（欧州中央銀行）が利下げを決定すると、米国でも利下げ期待が高まり、先進国金利は低下しました。 

 

国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、国内企業の資本効率改善への期待感や日銀

による緩和的な金融政策が相場の下支えとなり、上昇基調となりました。期後半には、海外投資家からの買い

越しも目立ち、日経平均株価（日経２２５）、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）ともに史上最高値を更新しました。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による利上

げ打ち止めへの期待感が下支えとなった一方、中東情勢の緊迫化などを受けて相場は不安定化する局面もみ

られました。期末にかけては、米国を中心に景気軟着陸への期待が高まったほか、AI（人工知能）関連銘柄を

中心とした好決算が支援材料となり、先進国株式市場は上昇しました。 
  

投資環境 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

新興国債券市況 

新興国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、主要先進国の長期金

利上昇につれて、新興国の金利は上昇しました。期後半は、各国の金融政策方針にバラつきがみられるなか、

インフレ率の鈍化などを背景に新興国の金利は低下しました。中国では、不動産市場の低迷が続くなか、景気

下支えなどを目的として期を通して緩和的な金融政策が維持され、10年国債利回りは過去最低の水準まで一

時低下しました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。中国では、不動産市場の低迷などによる景気停滞感

を背景に、軟調な展開となりました。その後、中国当局の相次ぐ支援策導入を受けて一時的に買い戻される場

面もみられましたが、再び下落しました。一方、台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことか

らAIをテーマに上昇したほか、インドでは、中国市場の代替先として選好され、上昇しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、日銀の金融政策を巡る先行き不透明感か

ら、国内リート市場は上値の重い展開が続きました。2024年に入ると日銀の金融政策修正により国内金利が大

幅に上昇するとの観測から、国内のリート市場は下落しました。その後、マイナス金利政策が解除されたもの

の、日銀が緩和的な姿勢の継続を示したことから長期金利が低下すると、買い安心感が広がり上昇に転じまし

た。期末には日銀による早期追加利上げが意識され国内長期金利が１％台まで上昇したことで、国内のリート

市場は再び下落しました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、欧米のインフレの長期化への懸念など

による金利上昇を受け、先進国のリート市場では売りが優勢となりました。2023年末にかけては、主要国中央

銀行（日本除く）による早期利下げへの期待から、買い戻しの動きが強まり、水準を切り上げました。その後

は、主要国中央銀行（日本除く）による早期利下げ期待が後退したことで、上値の重い展開となりましたが、

期末にかけて、インフレ鈍化の進展が確認され、長期金利が低下したことで、先進国のリート市場は上昇しま

した。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対しては、インフレ抑制を目指すFRB（米連邦準備制度理事会）が金融引き締め策を継続する一方、

日銀は緩和的な金融政策を維持したことなどから、円安が進行しました。その後、日米金利差の縮小を背景に

円高となりましたが、日銀がマイナス金利解除後も緩和的な金融環境を維持する姿勢を示したことなどから、

再度円安が進行しました。 

ユーロに対しては、ECBがインフレ抑制姿勢を維持するなか、円安が進行しました。 

新興国地域において、中国では期を通して緩和的な金融政策が維持するなか、米ドル高元安の動きが続きま

した。 
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各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内

および先進国の不動産投資信託証券（リート）等への分散投資を行い、信託財産の中長期的な成長性を重視し

た運用を行いました。なお、国内および先進国の債券・株式については、特にESG／SDGsを重視した運用を行

いました。 

当期末における、特にESG／SDGsを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は79.7％です。 

各マザーファンド受益証券への投資は、以下のプロセスで資産配分比率を決定して行いました。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程度） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

基本的資産配分の策定は、中長期的な目標リターンからの下方リスク低減を目的として、定量モデルに基づ

き決定しています。2024年３月に、各資産のリスクプレミアムの更新およびシミュレーションの再実施を行

い、基本的資産配分の変更を実施しました。 

 

市場環境への対応において、前期末時点の資産配分は国内債券、国内株式および国内リートの魅力度を引上

げ、先進国債券（為替ヘッジあり）、先進国株式および先進国リートの魅力度を引下げとしていました。期中

において、金融市場の方向性や資産間の相対的な割安・割高度の評価等に基づき、資産配分変更を実施しまし

た。期末時点の資産配分は国内債券、先進国株式および国内リートの魅力度を引上げ、先進国債券（為替ヘッ

ジあり）、国内株式および先進国リートの魅力度を引下げています。魅力度を変更した後の資産配分比率は、

ファンド全体の下方リスクを低減する基本的資産配分比率の特性を維持することを考慮して決定します。 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く分散させ

る運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、発行体およびセクターの分散、残存期間等を勘案しながら円建のSDGs債および

国債を組入れました。ラダー型ポートフォリオの構築を目指すことで金利変動に対するリスク分散を図り、安

定した収益の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMA（国際

資本市場協会）による原則や各種ガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目

的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると考えられている機関が発行する債券（財投機関

債等）の中から、発行体の信用力や流動性、銘柄分散などの観点でバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時

点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にしたが

当ファンドのポートフォリオ 
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い、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献すると

考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラン

スを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象資

産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占めています。投資対象

資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 
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ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、信託財産の中長期的な成

長に資することを考慮して、見送りとさせていただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につき

ましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2023年７月21日～ 
2024年７月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,056  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。各マザーファンド受益証券への投資比率

は、５年から10年程度の中長期的な運用収益目標（円短期金利（無担保コールＯ／Ｎ物レート（確報））＋６％

（年率、信託報酬控除後、その他の費用については考慮せず））の追求および当ファンド全体の下方リスク水準

の低減を目指して資産配分比率を策定のうえ決定するとともに、投資環境に応じて運用期間中も変更します。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、以下のプロセスで決定します。 

①ポートフォリオの下方リスク抑制の考え方をもとに定量モデルを用いて基本的資産配分を策定（年１回程

度、2025年３月頃に見直し予定） 

②市況動向に応じた資産配分の見直しを実施（適時） 

 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 

引き続き、残存期間が10年程度までの国内のSDGs債および国債に投資し、投資する債券の残存年限を幅広く

分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら国内の円建のSDGs債を組入れるとともに、ラダー型ポー

トフォリオの構築を進めることで金利変動に対するリスク分散を図り、安定した収益の確保および信託財産

の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則や各種ガイドラインなどに

したがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献

すると考えられている機関が発行する債券（財投機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況との

バランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組入れるとともに、米国債にも投

資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託財

産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にした

がい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献する

と考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバラ

ンスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組入れるとともに、欧州国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にし

たがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献す

ると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバ

ランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売
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り予約）を行います。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 150  1.217  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 72)  (0.586)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 72)  (0.586)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.009)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.020   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.018)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 11   0.092   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 10)  (0.081)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.004)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 165   1.343    

期中の平均基準価額は、12,302円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.29％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 548,611 783,514 311,556 450,278 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 326,604 607,847 85,867 159,100 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 514,167 841,850 295,380 495,303 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 1,566,292 2,770,149 1,068,191 1,922,372 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 2,450,012 5,369,092 941,694 2,036,107 
ＲＭ新興国債券マザーファンド 104,891 144,120 8,248 10,831 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 682,154 582,513 644,328 550,380 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 453,417 394,750 429,229 373,888 
ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 1,400,389 1,390,375 898,193 892,410 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,222,007千円 420,539千円 8,656,942千円 9,568,275千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 30,077,491千円 568,596千円 4,650,417千円 9,224,726千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.30   0.73   1.86   1.03   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 24 50 － 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

1 － 1 － 
当初設定時における取得およびその
処分 

 

○組入資産の明細 (2024年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 46,007 283,062 394,447 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 102,765 343,502 731,316 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 58,176 276,962 516,867 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 163,519 661,621 1,294,858 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 585,277 2,093,595 5,254,506 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 28,436 125,079 180,739 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 23,036 60,862 52,244 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 15,450 39,638 34,608 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 133,804 636,000 629,259 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 394,447 4.3 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 731,316 8.0 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 516,867 5.6 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 1,294,858 14.1 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 5,254,506 57.4 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 180,739 2.0 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 52,244 0.6 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 34,608 0.4 

ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド 629,259 6.9 

コール・ローン等、その他 67,173 0.7 

投資信託財産総額 9,156,017 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（38,832,561千円）の投資信託財産総額（38,891,465千円）に

対する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（79,736,797千円）の投資信託財産総額（79,837,928千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（15,645,850千円）の投資信託財産総額（15,850,707千

円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,888,508千円）の投資信託財産総額（11,922,231千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,638,616千円）の投資信託財

産総額（2,697,209千円）に対する比率は97.8％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,773,674千円）の投資信託財

産総額（1,810,663千円）に対する比率は98.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=157.54円、1カナダドル=114.88

円、1メキシコペソ=8.7507円、1ブラジルレアル=28.1307円、1チリペソ=0.166762円、1コロンビアペソ=0.039円、1ユーロ=171.62円、

1英ポンド=203.67円、1スイスフラン=177.33円、1スウェーデンクローナ=14.79円、1ノルウェークローネ=14.45円、1デンマーククロー

ネ=23.00円、1トルコリラ=4.7783円、1チェココルナ=6.802円、1ハンガリーフォリント=0.439632円、1ポーランドズロチ=40.027円、1

オーストラリアドル=105.38円、1ニュージーランドドル=94.76円、1香港ドル=20.17円、1シンガポールドル=117.17円、1マレーシアリ

ンギット=33.6046円、1タイバーツ=4.34円、1フィリピンペソ=2.7004円、1インドネシアルピア=0.0098円、1韓国ウォン=0.1136円、1新

台湾ドル=4.8086円、1オフショア人民元=21.6116円、1インドルピー=1.89円、1イスラエルシュケル=43.2051円、1クウェートディナー

ル=516.36円、1サウジアラビアリアル=42.07円、1カタールリアル=43.28円、1南アフリカランド=8.64円、1アラブディルハム=42.96円。

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

 

 該当事項はございません。 
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ラップ型ファンド・プラスＥＳＧ（成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,156,017,644   

 コール・ローン等 67,168,944   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 394,447,829   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 731,316,232   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 516,867,986   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 1,294,858,881   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 5,254,506,159   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 180,739,407   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 52,244,458   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 34,608,352   

 ＲＭ国内ＳＤＧｓ債券マザーファンド(評価額) 629,259,378   

 未収利息 18   

(B) 負債 40,889,570   

 未払解約金 150,126   

 未払信託報酬 40,514,859   

 その他未払費用 224,585   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,115,128,074   

 元本 6,484,478,842   

 次期繰越損益金 2,630,649,232   

(D) 受益権総口数 6,484,478,842口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,057円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,677,022,274円、期中追加設定元
本額は6,151,904,330円、期中一部解約元本額は1,344,447,762
円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.4057円です。 
 

○損益の状況 (2023年７月21日～2024年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       11,239   

 受取利息 1,998   

 支払利息 △       13,237   

(B) 有価証券売買損益 1,118,791,675   

 売買益 1,235,395,711   

 売買損 △  116,604,036   

(C) 信託報酬等 △   58,610,850   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,060,169,586   

(E) 前期繰越損益金 117,693,898   

(F) 追加信託差損益金 1,452,785,748   

 (配当等相当額) (    570,596,189)  

 (売買損益相当額) (    882,189,559)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,630,649,232   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,630,649,232   

 追加信託差損益金 1,452,785,748   

 (配当等相当額) (    581,113,112)  

 (売買損益相当額) (    871,672,636)  

 分配準備積立金 1,177,863,484   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（97,115,942円）、
費用控除後の有価証券等損益額（963,053,644円）、信託約款に
規定する収益調整金（1,452,785,748円）および分配準備積立金

（117,693,898円）より分配対象収益は2,630,649,232円（１万口
当たり4,056円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

・「受益権の申込単位および価額」、「信託契約の一部解約」の各条文について、指定販売会社における投資者

からの申込形態を考慮して誤解を招くことのない文言とするため、約款に所要の変更を行いました。（2024年

１月17日） 
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